日本学術会議ニュース・メール No.68　（2007/02/16）

◇ シンポジウム「GEOSS構築の本格化と大学における教育研究

－現場からの報告と提言－」 の開催(ご案内）

　近年、温暖化や環境破壊、水不足、災害などに国際社会の注目が集まる中で、地球環境の変動を広範囲かつ継続的に把握する取り組みの重要性が高まっています。

　我が国の大学においては、従来から多種多様で先導的な地球観測が実施され、多くの貴重な知見やデータが得られてきました。これらを異なる分野や機関の間で、共有し、相互流通することの一層の促進を図る必要があります。

　本シンポジウムは、大学が共有すべき知見やデータおよびそれらの利用ニーズを明らかにし、共有化のメリットを広く国内関係者が共有することを目的とします。

　多くの分野からのご参加による活発な討論を期待しています。

  日  時：３月２日（金）１３：００～１７：００

  場  所：千代田区立内幸町ホール（東京都千代田区内幸町1-5-1）

  主  催：財団法人地球科学技術総合推進機構

          文部科学省

  プログラム：

   「世界および我が国におけるGEOSSの動向」

　      坂本修一（文部科学省研究開発局地球・環境科学技術推進室長）

   「人文社会分野からの地球観測への期待」

　      小長谷有紀（国立民族学博物館研究戦略センター教授、

                                  日本学術会議連携会員）

   「地震予知・噴火予知観測研究のための大学間連携の現状と課題」

　      鷹野　澄（東京大学地震研究所助教授）

   「地球大気の観測とモデリング研究の連携についてのいくつかの提言」

　      中島映至（東京大学気候システム研究センター長、

                                  日本学術会議連携会員）

   「総合討論：大学における地球観測研究における連携」

　   コーディネーター

       安岡善文  （東京大学生産技術研究所教授、日本学術会議連携会員）

     パネリスト     

　     伊藤朋之  （(財)地球科学技術総合推進機構主幹研究員）

　     上田　博  （名古屋大学地球水循環研究センター長）

　     久保田雅久（東海大学海洋学部環境情報工学科教授）

　     坂本修一  （文部科学省研究開発局地球・環境科学技術推進室長）

　     杉本敦子  （北海道大学大学院地球環境科学研究院教授）

　     辻村真貴  （筑波大学大学院生命環境科学研究科講師）

　     西尾文彦  （千葉大学環境リモートセンシング研究センター長）

    【参加申込み方法】参加費無料、下記のホームページより事前登録制

      （申込み期限２月２８日）

        <http://www.aesto.or.jp/geoss/sympo/>

    【問い合わせ先】

      財団法人地球科学技術総合推進機構（AESTO）

       シンポジウム事務局<http://www.aesto.or.jp/>

        Tel:　０４５－７７０－５３５６

        Fax:　０４５－７７０－５３６０

        E-mail:geoss_info@aesto.or.jp

日本学術会議ニュース・メール No.69　（2007/02/23）

◇ シンポジウム「地域研究の最前線－知の創成－」の開催（ご案内）

日　時：３月２日（金）１４：００～１８：００

会　場：日本学術会議講堂

主　催：日本学術会議地域研究委員会、地域研究学会連絡協議会、

        地域研究コンソ－シアム

後　援：アジア政経学会、アメリカ学会、環日本海学会、東南アジア学会、

        日本アフリカ学会、日本オセアニア学会、日本中東学会、

        日本南アジア学会、日本ラテンアメリカ学会

プログラムの詳細はこちら（http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/32-s-1-2.pdf）

◇ 第１回基礎法学総合シンポジウム

       「法的制度としての私と公をめぐって」の開催（ご案内）

日　時：３月３日（土）１３：００～１７：００

場　所：日本学術会議講堂

主　催：日本学術会議法学委員会、基礎法学系学会連合（日本法社会学会、

        日本法哲学会、比較法学会、法制史学会、比較家族史学会、

        民主主義科学者協会法律部会）

プログラムの詳細はこちら（http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/32-s-1-3.pdf）

日本学術会議ニュース・メール No.70（2007/02/23）

◇ 東北地区会議主催公開学術講演会「地域再生における大学の役割

　    ”地域固有の「食」の魅力を探る”」の開催（お知らせ）

　本講演会は、学術の成果を国民に還元するための活動として、日本学術会

議東北地区会議主催で一般の方々を対象に広く現在の学問の姿をお知らせす

るために開催するものです。多数ご参加くださいますようご案内いたします。

日　　　時：３月６日（火）１３：３０～１７：００

場　　　所：山形大学　理学部　Ｓ４０１講義室

プログラムの詳細はこちら（http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/32-t-3.pdf）

◇ 中国・四国地区会議主催公開学術講演会

　   「育てよう　地域の博物館・美術館」の開催（お知らせ）

　中国・四国地区会議の事業として広島大学との共催により公開学術講演会

「育てよう　地域の博物館・美術館」を開催いたします。ぜひ多数ご来聴い

ただきたく、お知らせします。

　なお、講演会終了後には、参加者の交流会も予定しております。こちらに

も多数ご参加ください。

　また、当日は、広島大学総合博物館を開館しておりますので、ご来館いた

だきたく、併せてお知らせします。　〔開館時間：１０：００～１７：３０〕

日　　　時：３月１０日（土）１４：００～１７：００

場　　　所：広島大学学士会館　レセプションホール

プログラムの詳細はこちら（http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/32-t-2.pdf）

